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審　査　請　求　裁　决　書

審査誚求人

鬨係保護の

実 施 機 関

当該不服の

処　分　等

､.高知市福祉事務所長

島　元　　 健　 三

平成１６年１月１６日付け生活保護法（昭和２５
年法律第１４４号。以下「法」という。）に基づ

く保護廃止決定処分等

平成１６年２月２４日付けで提起された行政不服審査法（昭和３７年法律
第１６０

号）の規定による上記処分等に対する審査箭求について．次のとおり
裁決する，
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（１） 審査請求の概要

’審査誚求人（以下「鴉求人」という。）は、平成１５年１Ｌ月９
日付け、高知市

。福祉事務所長（以下「処分庁」。という。）の保護開
始決定処分（以下「開始決定処

分」という。）により、同年１０月２３日に遡り法の適用を受けて
い尭。

･そのて方で、’請求人拉、厚生年金保険法（昭和２９年5･月１叫ﾖ 法
律錦１１５

号）に基づく老齢厚生年金（以下「厚生年金」という。）の受給
権を担保にして、

同年１ 元月２１日に独立行政法乂福祉医療機構理事長から、１ ６ ０
／０ ００円の融資
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を 受 け て い た ．

こ の こ と か ら 、 処 分 庁 は 、 公 的 年 金 の 受 給 権 を 担 保 に し て 受 け る 融 資 （ 以 下 「 年

金 担 保 入 れ 」 と い う ． ） に つ い て 、 保 護 申 請 時 に 不 実 の 申 告 が あ っ た と し 、 平 成 １

６ 年 １ 月 １ ６ 日 付 け で 保 護 廃 止 決 定 処 分 （ 以 下 「 廃 止 処 分 」 と い う ． ） を 行 っ た ．

請 求 人 は 、 こ の 廃 止 処 分 を 不 服 と し て 本 審 査 請 求 を 行 っ た も の で あ る ．

（2 ） 審 査 請 求 の 趣 旨 及 び 理 由

請 求 人 は 、 以 下 の 事 項 に つ い て 納 得 で き ず 、 本 審 査 請 求 を 行 っ た も の で あ る ．

ア　 請 求 人 は 、 平 成 １ ６ 年 ！ 月 １ ６ 日 付 け で 廃 止 処 分 を 受 け た こ と ．

イ　 廃 止 処 分 に 係 る 事 前 の 通 知 が な か っ た こ と 及 び 廃 止 処 分 の 通 知 が 、 平 成 １ ６ 年

１ 月 １ ６ 日 付 け 廃 止 に も 関 わ ら ず 、 廃 止 処 分 後 の １ 月 ２ ７ 日 付 け で 通 知 さ れ た こ

と ．

（3 ） 処 分 庁 の 弁 明

． 処 分 庁 は 、 賺 求 人 に 対 し 平 成1  5;f  1  1 月 １ １ 日 の 保 護 申 請 時 に お い て 、 新

メ　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　 ●

た な 年 金 担 保 入 れ を し な い よ う 指 導 し て い た に も か か わ ら ず 、 請 求 人 は そ の 事 実

を 秘 匿 し て い た ．

そ の 後 、 法 第 ２ ９ 条 に 基 づ く 調 査 で 、 平 成 ！ ６ 年 １ 月 １ ５ 日 に 年 金 担 保 入 れ の

事 実 を 確 認 し た こ と か ら 、 こ の 年 金 担 保 入 れ の 事 実 に お い て 、 保 護 申 瀬 時 に 不 実

な 申 請 が あ っ た と 判 断 し ． 廃 止 処 分 を 行 っ た も の で あ る ．

（4 ） 請 求 大 め 反 論

ア　 今 回 の 年 金 担 保 入 れ は 、 平 成 １ ５ 年 １ ０ 月 ２ ０ 日 に 申 請 を し た も の で あ り 、 ま

だ
、 す べ て の 年 金 は 担 保 入 れ し て い る こ と を 同 年 １ ↓ 月 １ 凵EI に 処 分 庁 の 担 当 ヶ

－ ス ワ ー カ ー （ 以 下 「 ケ ー ス ワ ー カ ー 」 と い う ． ） に 説 明 済 み 七 あ り 、.決 し て 枦

二 匿 す る 意 思 は な か っ た ．
・ ・･･ ．　　････ ．　　　　･･　　　

・ ・ ．　
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亠
活 費 に 麕 消 し 糺　　　　　　 ”　　 レ ’　 ∧

バ6 卜 事 実 寶 定 匸 ” ’ ‥ ‥ ‥ ‥‥　 ‥ ‥　
‥
‥

‥ ‥
‥

‥ … … … … …
… … ……

∧ デ ヽ･平 成1･5 年･ レ ｏ 身･1 6. 日 、」 青求 人 の 孫.111! 鈩 処 分 庁 に 米 所 し 、 辟 求 人ごの 生

活 保 護 適 用 に つ い て 相 談 が あ っ た こ と ．

イ　 平 成 １ ５ 年 １ ０ 爿 ２ ０ 日 、 請 求 人 は 、 独 立 行 政 法 人 福 祉 医 療 機 構 理 事 長 に 年 金

担 保 入 れ の 申 請 を 行 っ た こ と ．

ウ　 平 成 １ ５ 年 １ １ 月 １ １ 日 、 ケ ー ス ワ ー カ ー は 、 請 求 人 の 居 宅 を 訪 問 し 、 保 護 申

請 書 を 受 理 し た こ と い ．　　　　　　　　　　　　　　　　･ ．

半　 平 成 １ ５ 年
．
１ １ 月 ２ １ 日 、 請 求 大 は 、 独 立 布 妝 法 人 鑼 祉 医 療 扨 構 理 尊 長 か ら

ヽ

｀ 年 金 担 保 入 れ で １ ６ ０ ， ０ ０ ０ 内 の 融 資 を 受 け た こ と ．
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オ　 平 成 １ ５ 年 １ ２ 月 ９ 日 、 処 分 庁 は 、 請 求 人 に 対 す る 開 始 決 定 処 分 を 同年 １ ０ 月

２ ３ 日 に 遡 り 行 つ だ こ と ．　　　　　 ■　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

ヵ　 平 成 ！ ５ 年 １ ２ 月 １ ２ 日 付 け で 、 処 分 庁 は 、 請 求 人 世 帯 に 対 し て 、 年 金 担 保 入

れ を 禁 止 す る 旨 及 び 請 求 人 世 帯 の 所 有 す る 不 動 産 の 活 用 に つ い て 、 法 第 ２ ７ 条 の

規 定 に よ る 文 言 指 示 を 行 っ た こ と ．

キ　 平 成 １ ５ 年 １ ２ 月 ！ ２ 日 付 け で 、 請 求 人 は 処 分 庁 に 対 し て 、 年 金 担 保 入 れ を 行

わ な い 旨 の 誓 約 窘 を 提 出 し た こ と ．

ク　 平 成 １ ５ 年 ！ ２ 月 １ ３ 日 付 け で 、 館 求 人 は 、 処 分 庁 よ り 上 記 カ に あ る法 第 ２ ７

条 の 規 定 に よ る ま 書 を 受 け 取 っ た こ と．
●　　　　　　・　　　　　　　　　　 ●●ヶ　 平 成 １ ５ 年 １ ２ 月 １ ９ 日 付 け で 、 処 分 庁 は 、 法 第 ２ ９ 条 の 規 定 に 基 づ く 調 査 を

高 知 銀 行 長 浜 支 店 个 行ヽ っ た こ と ．

コ　 平 成 １ ６ 年 ］‥ 月 １ ５ 日 =、 高 知 銀 行 長 浜 支 店 か ら 、 処 分 庁 に 対 し 法 第 ２ ９ 条 の 規

定 に 基 づ く 調 査. の 回 答 が. あ り 、 処 分 庁 は 上 記 ２ （．５ ） イ 及 び エ
ゐ 事 実 を確 認 し た

こ と ．

サ　 平 成 １ ６ 年 １ 』 １ ５ 日 ． 処 分 庁 は ヶ 一 坏 検 討 を 行 い 、 そ の 結 果 、 年 金担 保 入 れ

に か か る 不 実 の 申 告 を 理 由 と し て 、 同 月 １ ６ 日 付 け で 廃 止 処 分 を 行 っ た こ と ．

シ　 平 成 １ ６ 年! 二月 ３ ０ 日 、 請 求 人 は 処 分 庁 の 廃 止 処 分 の 通 知 を 受 け 取 った こ と ．

（6 ） 争 点

本 審 査 請 求 に お け る 争 点 は 、 処 分 庁 が 行 っ た 廃･止 処 分 、 廃 止 処 分 に か か る 事 前 の
●　　　　　･･　．　　　　　 ’　　　　　Ｉ　　・

通 知 を し な か っ た こ と 及 び そ の 通 知 が 遅 延 し た こ と に つ い て 、 違 法 又 は 不当 の も の

と い え る か 否 か で あ る ．　　　　　　　　　　　 ヶ

（7 ） 判 断

ア ト 廃 止 処 分 に つ い て　　　　 十　　　 ．．　　　 ’．　　　　 卜　　　　 ’

…
… 法: はﾐ

… …（ 保 護 ぱ し 生 堺 に 困 窮 す る 者 痢 そげ ）利 用 し 薺 る 資 産 、･:能 力･ そ& ）他 あ り･ゆ

’‘･　●　　　　　　‘　●　･..･●　　　・.‘　.:　　　　　　　　..･
厂　　 ’:..●　　　　:●･　　　●　　　　　’‥　”I･;･.

’゙･‘ る でも 癲 を 卜 ぞ の 旅 底 限 度 め･ 生 活 の 緤 持 の た め に 活 用 于 る こ. と’を.要 件 と/しTC 行 わ･れ へ

剤 づ 掫 篳 ’４ 耆 ）プ 規 定 に ま 允. 、.卜「.保.護･ の 亭 隹 舉 関 壮 、･.被 保 娜 者 熬 対 玉 て匸 生 碑 一

へ．　　　　　 ｊ ’●’ ●　　` ゛　 ’‘　 ．・　’．　　　”　 ．` ●　’　：．．．　　 匸　　●　　●　　　．-　　　　、．

の 維 持 匸 向 上 そ の 恤 保 護 の 目 的 達 成 に 必 腱 か 指 導 又 は 指 示 を す る こ と が でき る 」

ダ･ （ 法 舗2･7 一条 第 １ 項 ）’と臘 齟 し て い 蝠　 ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥
‥ パ… … … …

…

゛　　 さ ち に 法 は √. 「 被 保 護 参 は 、 保 糲 の 実 施 旆 関 が ぐ 第 ２ ７ 条 の 規 定 に･ よ り、 被 保 譏

者 に 対 し 、 必 要 な 指 導 又 は 指 示 を し た と き は 、 こ れ に 従 わ な け れ ば な ら ない 」 （法

第 ６ ２ 条 第 １ 項 抜 粋 ） と 規 定 し 、 被 保 護 者 が こ の’規 定 に よ る 義 務 に 違 反 した.と き は 、

保 護 の 実 施 機 関 は 、 法 第 ６ ２ 条 第 ３ 項 及 び 第 ４.項 の 規 定 に よ り 、 当 該 被 保 護 者 に 対

し て 弁 明 め 機 会 を 与 え た う え で 、 保 護 の 変 更 、 停 止 又 は 廃 止 を す る こ と が で き る こ

．と と な っ て い る ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ ．

． こ れ を 本 件 に つ い て み る と 、 ま ず 、 処 分 庁 は 、 法 第 ４ 条 の 要 件 達 成 の た め に 、 法

第 ２ ７ 条 第1･ 項 の 規 定 に よ り 、 年 金 担 保 入 れ を 禁 止 す る 文 書 指 示 （ 以 下 「文 書 指
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示 」 と い う 。 匚 を 行 っ て い る が 、 こ の 限 り に お い て 違 法 又 は 不 当 な 点 は 認 め ら れ な

l/丶Ｏ　　　。．　　　　ｙ　　　　　　　　　　　　　　
、。

し か し な が ら 。 鸚 求 人 は 、 当 該 文 書 指 示 の 前 に 年 金 担 保 入 れ を 行 っ て お り 、 ま た 、

そ れ 以 後 も 新 た な 年 金 担 保 入 れ を 行 っ た 事 実 は な い こ と か ら 、 請 求 人 が 法 第 ６ ２ 条

第 ｉ 項 の 規 定 に 違 反 し て い る と は 認 め ら れ な い 。

ま た 、 処 分 庁 は 。 法 第 ６ ２ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 廃 止 処 分 に 先 立 ち 、 同 条 第 ４ 項

の 規 定 に よ り 、 請 求 人 に 対 し て 弁 明 の 機 会 を 与 え な け れ ば な ら な い 。 し か し な が ら、

処 分 庁 は 、 請 求 人 に 対 し て 弁 明 の 機 会 を 与 え て お ら ず 。 繼 求 人 の 権 利 を 明 ら か に 侵

害 し て い る 。

以 上 の よ う に 、 処 分 庁 が 廃 止 処 分 を 行 う 理 由 が 無 い こ と 、 ま た 、 廃 止 処 分 を 行 う

に あ た っ て 弁 明 の 機 会 を 誚 求 人 に 与 え て い な い こ と か ら 、 当 該 廃 止 処 分 は 違 法 で あ

り 、 主 文 の と お り 裁 決 す る 。

な お 、 処 分 庁 が 歸 牢 人 の 参 金 担 保 入 れ を 知 り 得 年 期 昨 が い つ で あ る か 、 竿 分 庁 及

・　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　 ●●　　　　　　　　　　　●

び 鷯 求 人 双 方 の 主 張 が 異 な っ て い る こ と が ら 、 こ の 点 に つ い て 明 獗 な 判 断 は 下 せ な

1,丶。。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
。

イ　 廃 止 処 分 に か か る 通 知 に つ い て

廃 止 処 分 に か か る 事 前 の 通 知 が な か っ た こ と 及 び 通 知 が 遅 延 し た こ と に｡つ い て は 、

処 分 庁 が 事 前 に 通 知 を 行 うこ と を 義 務 づ け る 規 定 及 び 通 知 の 期 日 を 定 め た 規 定 が 認

め ら れ な い こ と な ど か ら レ 違 法 又 は 不 当 と は 蒭 め ら れ な い こ と 。 ま た 、 廃 止 処 分 自

体 が 、 先 に 述 べ た よ う に 適 法 で な い た め 、 取 消 す こ と か ら 、 こ れ を 棄 却 す る 。

以上のとおり、本件審査請求は理由があるので、行欹不服審査法第４Ｑ条第３
項の規

定に基づ･き、主文のとおり裁決する･．　　　　　　　　　　　　　　　．．
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(教示)

この裁決に不服がある場合は、裁決があったことを知った日の翌日から起
算して３０

日以内に、厚生労働大臣に対して再審査の請求をする'ことができる。


